




資料１

職業的生活技能の各種テストの紹介





職業的生活技能の各種のテスト

　職業的生活技能のための各種のテストを理解しておくことは、本研究でめざす質問票の作成及

び実施方法を検討するために必要である。そこで、各種テストについて、検討した 。

　アメリカでは、多種のものが使われており 、一般的に使われているテストとして、援助者が ・

対象者を直接的に評価する形式のものがある。これらは、おおまかなスクリーニングのためでな

く、 仔細な評価のために使われる。また、利用者が報告するチェックリストの形式には、○×式

や５段階評価によるものなど、回答の仕方が様々である 。Ａｎｄｒａｓｉｃｋら（１９８５）は、５段階評価

のものが多く 、本人や人事担当者が記入する形式が一般的であると述べている 。

１． 援助者による評価

　中 ・軽度の知的障害者（以下、利用者という 。）を対象に、職業的生活技能などを援助者が、「直

接的に」評価するための主なテストには次のようなものがある 。

ａ．
Ｗｏｒｋ　Ａｄｊｕｓｔｍｅｎｔ　Ｒａｔｌｎｇ　Ｆｏｒｍ（ＷＡＲＦ）

　ＷＡＲＦでは、８項目について、選択肢が５つずつ用意されている。８項目には、「指導の必要

とされる時間」、「仕事の目標の現実性」、「チームワーク」、「規則や権威に対する態度」、「耐久

力」、「熱心さ」、「指導を求めること」、「訓練」が含まれている（Ｒｏｅｓｓ１ｅｒ ら，
１９８７）。
スケール

の信頼性を高めるため、数名の採点者が通常判断を下す。利用者が、回答する部分は、中／軽度

の知的障害者が回答しやすいように構成されている。注意点として、評価結果を他の尺度の評価

結果とつき合わせながら検討する必要がある（Ｈａ１ｐｅｒｎ ら， １９８２）。

ｂ． Ｖｏｃａｔ１ｏｎａ１ＢｅｈａｖＩｏｒ　Ｃｈｅｃｋ１Ｉｓｔ（ＶＢＣ）

　ＶＢＣは、生活技能に関連した知識や身体的な運動などの３３９問で構成されている。評価の方法

は、 評価を受ける利用者別の基準に合わせて、利用者の職業的生活技能の習得度を援助者が

チャートに記入する。それをプロフィールに表現できるようにもなっている 。

　ＶＢＣの優れた点は、利用者の障害の状況や二一ズに合わせて、評価対象のスキル内容などを

調整できる点である。項目には、カウンセラーが重要と考えたものが選ばれている。また、指導

の効果を検討するための利用が強調されている。問題点として、質問数が多いので利用者や評価

の担当者の双方に負担がかかりやすい点がある。また、質問に暖味な点がみられることがあげら

れる 。

ｃ． Ｖａｌｐｅｒ
＃１７Ｐｒｅｖｏｃａｔ１ｏｎａ１ＲｅａｄＩｎｅｓｓ　Ｂａｔｔｅｒｙ

Ｖａ１ｐｅｒ ＃１７Ｐｒｅｖｏｃａｔｉｏｎａ１Ｒｅａｄｉｎｅｓｓ　Ｂａｔｔｅｒｙは、地域における一般雇用と保護雇用のいずれに
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ついての生活技能をも評価できる。練習後に、シミュレーションの場面での行動を担当者が、評

価をする形式をとっている 。Ｈａ１ｐｅｒｎ（１９８２）は、採点方法、実施の方法、項目の内容について

問題となる可能性のある点がいくつかあることを指摘している。評価項目の内容は、「発達につ

いての評価」、「保護雇用内での評価」、「職業興味についてのスクリーニング」、「生活技能、白立

生活に関するスキル」の５項目である。生活技能の項目は、「実践的なスキル」、「社交的なスキ

ル」、「問題行動」、「職業」の４領域から構成されている。これら４領域について、仕事上特に妨

げとなるものが集計表上に点数で表現される 。

ｄ， ＭＩｄ　Ｎｅｂｒａｓｋａ　ＣｏｍｐｅｔＩｔ■ｖｅ　Ｅｍｐｌｏｙｍｅｎｔ　Ｓｃｒｅｅｎ■ｎｇ　Ｔｅｓｔ（ＣＥＳＴ）

　ＣＥＳＴには、職業に関連した５つの主領域の下に２０の副領域がある。合計６３項目からなっ てい

る・１８歳から５２歳の人でＩＱ５０以上８０以下の人を対象に実施が可能である。各々の項目は、特定

の場面について行動に関するものである。これらの項目の評価の基準も説明されている 。

　テストの結果を利用して、援助の方法や効果を検討できるようになっている。このテストの

「予測に関す妥当性」が高いことが検証されており 、援助のプログラムの計画や職業紹介に利用

すると効果的であると考えられる 。

　このテストの問題点として、第１に、質問の行動の記述や基準について明確でない点がある 。

第２に、項目によって、評価担当者の主観的な判断に任せられる可能性があるので注意を要する

点が上げられる 。

２． 知識の評価

　Ｈａ１ｐｅｒｎ ら（１９８２）は、生活技能に関する「知識についての評価」は、それだけでは充分とは

いえないが、生活技能の評価には必須であると指摘している。必須である理由は、「生活技能に

関する知識を持っていること」が、職業や地域生活の前提条件となっ ているからである 。

　前提条件とする理由として、評価の内容によっ ては、対象者に照らし合わせた基準となる行動

を直接観察できない場合があるからである。例えば、性教育などがそうである。また、知的障害

者の場合、「習得したスキルを日常生活で実行するための知識」が、不足している場合がある 。

例えば、挨拶の仕方を習得していても 、「日常場面で、誰に対して挨拶をすべきか」が、はっき

りしていなければ、実行出来ないわけである 。

　知的障害者を対象とした知識評価の方法は、短いテスト項目を読み上げ、○Ｘで選択肢に回答

してもらう形式がよい。評価の担当者は、スコアーの数値から評価の結果を判断するのが通常で

ある 。

　しかし、単純にスコアーの数値から判断することには、問題点があると考えられる。スコアー

の数値が、「評価項目の場面別の独白性」を見落とす可能性があることに注意すべきである（Ｂｅ１．

１ａｃｋ，１９７９；ＭｃＦａ１１．１９８２）。 この例として、同一の個人であっても 、「自己主張のスキル」と「異
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性との交流のスキル」といった場面別に、生活技能のレベルに相違があることが上げられる。後

者の「白己主張のスキル」そのものも、自己主張の種類やカテゴリー間で、内容が、異なる場合

があるのである 。

　中 ・軽度の知的障害者を対象とした職業的生活技能の知識の評価の方法として、次のような評

価法が上げられる 。

ａ．
Ｓｏｃｌａ１ａｎｄ　Ｐｒｅｖ◎ｃａｔＩｏｎａｌ　ｌｎｆｏｒｍａｔ一◎ｎ　Ｂａｔｔｅｒｙ　Ｆ◎ｒｍ（ＳＰｌＢ　Ｆ◎ｒｍＴ）

　ＳＰＩＢ－ＦｏｒｍＴは、職業的な生活技能を含む９つの領域で２９１項目から構成されている 。ＳＰＩＢ－

ＦｏｒｍＴは、学卒の軽度知的障害者の適応に必須と考えられる次の５領域を評価できるように

なっ ている。これらには、経済的白立度、家庭環境、コミュニケーション、個人の習慣などが含

まれている。テストは、絵のカードを選ぶもの以外は、質問を読み上げる形式をとっている 。

　ＳＰＩＢ－ＦｏｒｍＴについて、視覚、聴覚などの感覚障害の対象者にとって受けにくいなどの問題点

が指摘されているが、中 ・軽度の知的障害者の地域での適応に必須な知識の評価には有用である

（Ｈａ１ｐｅｒｎ，１９７６）。

ｂ． Ｔｅｓｔ　ｏｆ　ｌｎｔｅｒｐｅｒｓｏｎａｌ　Ｃｏｍｐｅｔｅｎｃｅ　ｆｏｒ　Ｅｍｐ１ｏｙｍｅｎｔ（ＴｌＣＥ）

　ＴＩＣＥは、職業的生活技能の理解度についての評価法である。中 ・軽度の知的障害者を対象に 、

実施できる。職業的生活技能を「上司に関するスキル」と「仕事仲問に関するスキル」に分けて

評価している。前者について、「批判的な意見」、「判らないときの対処」、「指示に従う」の３領

域の結果を出すようになっている。また、後者について、「協力的な態度」、「挑発への対処」 、

「心配事の処理」の３領域について評価する。これらの６領域の理解度を個人のプロフィールに

示すようになっている。ＴＩＣＥの判別力について 、Ｈｅｒｂｅｒｔら（１９９０）は、保護雇用の利用者と

」般就労中の利用者を対象に、生活技能の理解度を比較したところ、後者の理解度が高かったこ

とを報告している。職業的生活技能の知識に関する有用な評価法であると考えられる 。
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資料２

ＡＡＭＲの知的障害及び適応スキルの定義





　１９９２年のＡＡＭＲの知的障害の新定義では、「知的障害は、『その時点における』個人の機能面

を解説したものであり 、個人の生まれつきの特性や永久的な状況を示すものではない」ことを強

調している。すなわち、「日常生活で生じる機能的な制限、あるいは、理解力の制限であり 、全

体的な不全ではない。」というとらえかたである。知的障害を個人が生活し、学習し、働いたり 、

遊んだりする環境の中で定義すべきであるとしている 。

　新定義では、知的障害は、現在の機能に実質的な制限があることをさす。新定義の内容は、表

のとおりである 。

ＡＡＭＲの知的障害の新定義の内容

１． 有意な程度で基準を下まわる知的活動が見られ、同時に以下の

　状態が伴う 。

２． 次の適応スキルのうちその２つ以上に制限が見られる：

　　・コミュニケーション ・身辺処理 ・家庭生活 ・生活技能

　　・地域資源の活用 ・白己の方向付け ・健康と安全

　　・実用的な学力 ・娯楽 ・職業

３． １８才以前に症状があらわれる 。

（ＡＡＭＲ，１９９２）

　このように、知的障害の定義の内容に「適応スキル」が位置付けられている 。「適応スキル」

は、 知的障害や知的障害者の地域生活への援助の方法を考えるための１つの基準となっ ているわ

けである 。

　２つ以上の適応スキルに制限がある場合でも 、他の適応スキルに秀でていることもある。制限

のあるスキルと秀でているスキルの双方について援助者が把握しておく必要がある。これらのス

キルについて、障害者の年齢に即したごく」般的で白然な環境で評価を行う 。また、必要となっ

ている援助の方法について考えることも重要である 。

　各スキルのＡＡＭＲ（１９９２）の定義を次ぎのように要約することができる 。
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ＡＡＭＲの適応スキルの定義（要約）

「コミュニケーション」文字 ・話し言葉だけでなく 、絵などのシンボルや表情などの言語以外の

ものを使って情報を理解し、表現するスキルである 。

「身辺処理」食事、服装、衛生、身だしなみ、排泄に関連したスキルである 。

「家庭生活」衣服のケア、掃除、家財の維持管理、料理、買物、安全、スケジュールの管理であ
る。 関連スキルとして、家庭内の行動や近所との交流、二一ズ等についての選択肢に対する白己

選択、社交、家庭生活を送るうえでの実践的な学力が含まれる
。

「生活技能」表２参照（本文第１章）

「地域資源の活用」は、地域の資源を利用して移動したり 、必要な品物やサービスを購入するこ

とを指す。具体的なスキルとして、地域の施設の利用、買物などが含まれる 。

「自已の方向付け」は、白己選択を指す。具体的には、スケジュールを理解し実行する、その場

にふさわしい行動をとる、問題解決、自己の権利を擁護する、適度の自己主張などである 。

「健康と安全」食事、病気、治療、予防、基本的な救急処置、性、安全、定期検診、生活習慣と

いった健康の維持に関連したスキル。関連したスキルとして、犯罪に対する自己防衛、地域にお

ける好ましい行動等がある 。

「実用的な学カ」読み、書く 、物理的な環境あるいは健康や性を理解するための基礎 ・実用的科
学、 基礎 ・実用的算数などが含まれる。これらに関連した認知能力及びスキルであり 、日常生活
に直接影響 ・適用するものをポしている。白立生活を主眼においた場合のスキルの獲得を意味し

ている 。

「娯楽」娯楽やリクリエーションに関する興味の発達。具体的なスキルには、興味のあるリクリ

エーションプログラムを選択し、一人であるいは、他者と楽しむスキル、自己の興味等の意志伝

達等のスキルである 。

「職業」は、「仕事をするのに必要な特定なスキル、社会的に望ましい行動、就労　般に関連し

たスキルの観点から見て、地域で就労するにあったて必要とされるスキル」である。パートやフ
ルタイムの仕事に就く 、あるいは、地域での活動に参加することに関連したスキルである。具体
的には、仕事を終わらせるなどの作業遂行のスキル、金銭管理、職場での自己管理、仕事仲間と

のやりとりなどが含まれる 。
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資料３

予備調査の結果のまとめ

表６　予備調査１の結果

表７　予備調査２の結果

表８　予備調査３の結果





項　　　目

１． 注意／指示の実行

２． 仕事に対する協力的な態度

３． 円滑な交流について

表６　予備調査１の結果

内　　　　　　　容

（つづく）

仕事の内容や指ホの変化

新しい仕事を命じられた場合の対処方法

仕事の順序、入浴時間等が、変るとパニックになる場合

次の工程に移ることが難しい場合

相互のスムーズなコミュニケ ーションのための指ボの出しかた

指示の内容を理解し、正しく実施する方法

忙しい時などの他者の要求に対する対応方法

批判的な意見や誤りの指摘への対応

自信過剰への予防

一人よがりの予防

注意を受け入れにくい（具体的に内容を説明されれば可能であるが）

白身の行動や動作に対する批判、指摘を特に認識しにくい人への援

助

社内における上下関係についての情撤の提供（社長等役職にある上

司や先輩について）。

パニックの予防

拒否的な態度を取ることの予防

失敗は、誰にでもあることを理解してもらう

批判に対して落ち込むことの予防

了解しやすいように説明する

重度の人のコミュニケーションにおける誤解の予防（批判の内容が

理解できないので反抗と取られてしまう）

軽度の人達の忍耐力の育成

持続力や集中力の育成

一人よがりな行動の予防

意欲の育成

仕事に協力的でない人への援助

協力して什事ができるように配慮が必要

同僚との連帯意識を作るのに介助が必要（特に初めは）

同僚との連帯意識が希薄である場合

同僚を進んで助ける（同僚に情報を提供するなど）方法

同僚に対する好き嫌いがはげしい人

連帯意識を持てるための援助

健常者の同僚とぺ一スが合わない場合の問題解決の方法

同僚の冗談などに対する、白己の気持の表現方法

同僚の意見に耳を傾けることが苦手（上司のみの意見を聞く人など）

白ら話しかける方法について（白ら話しかけることが少ない人に対

して）

同僚から疎遠になりがちな場合

他の人と過ごしたいが、休み時問や昼食時をいつも一人で過ごして

しまうことになってしまう場合

好き嫌いをあからさませず、問題解決をする方法
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項　　　目

４． 意見や希望の表現等

５． 援助を求める

６． 男女関係

７． 適切な言葉使い

７． 信頼関係

内　　　　　　　容

自分本意な行動を避け、友情を育てることの育成

やきもちを外に表してしまう

好き嫌いがはげしく 、トラブルになりやすい人への援助

白分の置かれている立場の理解の促進

からに閉じ篭もてしまう人への援助

（つづく）

不満を言葉でなく 、出勤拒否などの行動で示してしまうことの理解

意見がある場合、友達に話すような口調になってしまう 。

他人にあたっ てしまうことの予防

思い道理にならない時の白己表現の方法

直接しかるべき相手に意見を言わずに、友人に悪口を言うことの予

防

意見を言う場合に、一方通行になってしまうことの予防

意見を言う時の方法（もめごとになると思い意見を言わない人等に

対して）

給料面の待遇についての希望が表現できず、転職や人問関係の気ま

ずさとなる。このような場合の希望の表現方法 。

感情の上手な表現方法（たちんぼうで仕事をしないなどの予防）

健常者の同僚に対して受身になりがちになることの予防

仕事の悩みや問題を相談する方法

必要な時に助けを求める方法

分からない事を聞かないでそのままにすることの予防

助けてもらいたい時にそれを伝える

体の具合が悪いことなどを伝える方法

意志の疎通が取りやすくなるような方法

やり方等が分からない時の対処方法

職場に好きな人がいる場合（仕事への集中など）

マナーに関する情報提供

異性への興味

好きな人の前で職員から注意を受けた時の対処

通勤途上で異性に対するマナーに関する情報

好きな人に対する接し方（好きな人が「挨拶」をしないと乱暴な態

度を取ってしまうなどの予防）

パートの人達に対する接し方（言葉遣いなど）についての情報提供

語題としてふさわしいこととそうでないことの情報の提供

簡単な敬語の使い分けについての情報の提供

好感の持てる言葉使いについての情報提供（同僚に対して意識しす

ぎてぎこちなくなる等の予防）

生活の場の指導員に対して、仕事の指導員よりも信頼関係が深い

信頼関係を作る具体的な方法の説明

信頼関係を作るのに時間がかかる場合

一端崩れると修復不可能である場合
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項　　　目

７． 余暇／興味

８． 物品

８． 個人的な心配事の処理

８． 仕事への意欲

９． 連絡

９． 買物／金銭

９． 自信　自信の育成

９． からかいや挑発の処理

９． 挨拶／返事

１０．身だしなみ

１０．非常時の対応

１０．働くことの意味の理解

１０．身だしなみ

内 容

（つづく）

自分にとって身内であると思える人に人間関係が限定されてしまう

場合

昼休みに興味等について会話ができる

社員旅行等でゲーム等を楽しむ

余暇時間の過ごし方

楽しみをもって余暇を過ごせるための情報提供

いつも一人でいる人に対する援助

同僚の物を扱う時の注意事項の説明

金銭的な貸し借りについての注意事項

同僚から道具を借りる方法

金銭や物品を大切にする方法

いやな事が起った時の気持ちの切り変えの方法

些細なことによる落ち込みの予防（悪口を言われた等）

仕事以外の悩みごとの相談の方法

前日の心配ごとやトラブル等が次の日の仕事に影響することの予防

仕事一般に対する意欲の育成する方法

意欲が見られない場合の援助

積極的な取り組みがみられない場合の援助

「休むとまわりが困る」という意識になるように同僚が配慮する必

要がある 。

電話、手紙等の連絡通信の方法についての情報の提供

家に帰っている時などの同僚間で情報交換の方法

計画的な買物のしかたの情報提供 。

人にだまされないための情報提供

自信のある態度の育成（おどおどしているといった印象を与えない）

からかいや挑発に相手に応じて対処しているが 、

内向することが多く職員の調整が必要である場合

同僚のやってくれたことに感謝の意を示す方法についての情報援助

挨拶（勤務中や暇をもらう時等）についての情報（声の大きさ）の

援助

清潔できちんとした服装、季節や年齢にあった服装についての情報

提供

非常時の対応についての情報の提供

働くことに対して積極性が生まれるように環境を整備する必要性

清潔できちんとした服装、季節や年齢にあった服装についての情報

提供
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表７　予備調査２の結果

順位 項　目 項　　目　　の　　内　　容 件　数 合計
社交性 １５

」人の行動が多い ２

１ 社交性 会話に参加する ４４

集団参加する ４４

他人への配慮 ８ １１３

一人で買物をする ２５

２ 買　物
日常買う物の値段を知る １３

簡単な金銭の計算 １９

金銭感覚の育成 １４ ７１

伝言をする ７

３ 連　絡
報告をする ７

欠席／欠勤の連絡を取る ２０

電話による連絡 ３６ ７０

注意の内容の把握 ２５

４ 注　意
上司からの指示への対応 ３６

注意を受けた時の対応 ２

規則を守る ６ ６９

失敗した時にあやまる ５

５ 挨拶
挨拶／返事 ４８

初対面の人との対応 ３

簡単な応答 ７ ６３

６ 時　問
時間の概念をもっ て行動する ４４

時計で時間を知る １１ ５５

７ 言　葉 適切な言葉使い ４５ ４５

８ 質　問
分からない時に質問する １３

道に迷った時の対応 ２５ ３８

９ 物　品
ものを大切にする ８

他人のものを借りる時の了解 １１ １９

１０ 身なり 身だしなみ １７ １７

進んで次ぎの仕事に取りかかる ５

１０ 責任感
作業にすぐに取り掛かる １

作業時問と休憩時問の区別 ８

白分の仕事に責任を持つ ３ １７

自己の要求を表現する

１１ 希　望
（身振りや簡単な言葉で） ８

感情のコントロール ６

相手の立場を考えない無理な要求 ２ １６

１２ 判　断 良い悪いの判断 １５ １５

私語／よそ見 ７
１２ 集中力 周囲に影響されないで作業に熱中する ６

落ち着き ２ １５

１３ 危　険
事故／異常について報告する ６

危険な場所や状況を判断し自分で身を守る ８ １４
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　　　　　　　　　　　　　　　　　表８　予備調査３の結呆

１． 作業をしていて、休み時問になりました 。

　在 ・トイレにはいる　　　　　　　　　卒 ・本を読む
　　　・お茶を飲む　　　　　　　　　　　　　　　・休憩をする

　　　・おやつを食べ、仲問と過ごす　　　　　　　　 ・はやくかたずける

　　　・休憩をする　　　　　　　　　　　　　　　　・終わっていない人を手伝う

　　　・本を読む　　　　　　　　　　　　　　　　 ・仕事をする

　　　 ・座って休む　　　　　　　　　　　　　　 ・仲間と話す

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 ・昼食をとる

２． 作業がおわっていないのに、休み時間になりました 。

　在 ・早く終わりにする　　　　　　　　　　　卒 ・職場の人にどうするか聞く
　　　・休み時間にする　　　　　　　　　　　　　　・仕事を続ける

　　　・仕事を続ける　　　　　　　　　　　　　　　・やっている仕事を終えてから休む

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 ・職場の人に言われるまで待つ
３． 作業の終わる時間が近づいてきました 。

　在 ・最後まで仕事を続ける。　　　　　　　　　卒 ・かたずける
　　　・休む　　　　　　　　　　　　　　　　　 ・掃除をする

　　　・仕事を早く終わりにする　　　　　　　　　　・そのまま続ける

　　　・着替えに行く　　　　　　　　　　　　　　 ・あいさつをしてかえる

　　　 ・上司に聞く　　　　　　　　　　　　　　　　 ・時問ぎりぎりまで働く

　　　 ・作業の片付けをする

　　　 ・掃除をする

４． かたづけの時間になっているのに、他のグループばまだ什事をしています 。

　在 ・白分はかたづける　　　　　　　　　　　卒 ・手伝う
　　　・手伝う　　　　　　　　　　　　　　　　　・かたづける

　　　 ・他のグループに終わりと声をかける　　　　　・他のグループが終わるまで待つ

　　　・自分は終わりにする　　　　　　　　　　　 ・他のグループに「お先に」と言って帰る
５． 給食のあと 、何をしますか 。

　　在 ・歯磨きをする　　　　　　　　　　　　　卒 ・休憩をする

　　　・１時まで休む

　　　・後片付けをする

　　　・リフレッシュコーナーで遠くを見たり 、上

　　　司と話す

　　　・どんな仕事をしたかノートに書く

　　　 ・掃除、トイレに行く

　　　 ・休憩をする。横になる 。

６． 同じ作業をしていたので、あきてしまいました 。

　在 ・少し休む
　　　 ・がんばる

　　　・次の仕事をする

７． 班に嫌いな人がいたら 。

在・ わかりません

　・ だまっ ている

　・ 先生に言って別の所で仕事をする

　・ だれかに相談する

　・ がまんする

・体を休める

・本を見る

・休憩室でテレビを見る

・お茶を入れる

・新聞を読む

・運動をする

卒・ がんばる

　・ ちがう作業をする

　・ 次の作業をする

卒・ 上司に相談する

　・ 伸良くする

　・ 仲問に相談する

　・ がまんする

　・ 気にしないで仕事をする
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　　　 ・無視する

　　　 ・班をかえる

８． 「がんばろう」と声がかかたら

　　在 ・」生懸命やる

　　　 ・がんばる

　　　 ・「がんばります」と答える

　　　 ・みんなと」緒に頑張る

　　　 ・最後までやる

　　　 ・「はい」と答える

　　　 ．「エィェィォー」と答える

９． 班の仲間が道具をさがしていたら

　　在 ・一緒にさがす

　　　 ・皆で教えてあげる

　　　 ・他の班から道具を惜りる

　　　 ・白分でさがしてもらう
１０．作業班のその日の目標がきまったら

　　在 ・一生懸命やる

　　　 ・頑張る

　　　 ・それを守るようにする

　　　 ・目標にむかって頑張る

　　　 ・責任をもってやる

　　　 ・先生に報告する
１１．友達が悪口を言ったら

　　在 ・作業が終わるまで我慢して、休憩の時に 、

　　　　先生に報告して友達にあやまっ てもらう 。

　　　　お互いに気を付ける

　　　 ・言葉に気をつける

　　　 ・注意をする

　　　 ・がまんする

　　　 ・気にしないで仕事を続ける

　　　 ・上司に言う

　　　 ・無視する

　　　 ・言い返す

　　　 ・おこる

　　　 ・仲良くする

　　　 ・その人のおかあさんにいう

　　　 ・先生に注意してもらう
１２．班の人が仲間にいやなことをいっ ています

　　在 ・先生に言う

　　　 ・友達のおかあさんにいう

　　　 ・仲直りする

　　　 ・いやな気持ちです

　　　 ・注意する

　　　 ・相談する

　　　 ・無視する

　　　 ・上司に相談し助けてもらう

卒・ がんばる

　・一生懸命仕事をする

　・ みんなと一緒に頑張る

　・ 「はい」と答える

　・ 最後までやる

卒・一緒にさがす

卒・ 決めて実行する

　・ 目標をノートに書く

　・ 目標にむかって頑張る

　・ 班長に報告する

卒・ 注意する

　・ 言い返す

　・ 無視する

　・ あやまる

　・ 仲問に言って、仲間と一緒に注意する

　・ 社長に言う

卒・ 班長に言う

　・ 注意する

　・ 無視する
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１３．友達と喧嘩をして、学校へ行きたくない時

　　在 ・学校を休む

　　　 ・仲直りして、学校へ行く

　　　 ・親に言って学校に行かない

　　　 ・先生に電話をする

１４．班の仲問が意地悪をして困ったとき

　　在 ・先生が注意する

　　　 ・注意する

　　　 ・仲直りする

　　　 ・いやな気持ちです

　　　 ・友逮に相談しで友逮と一緒に逃げる

１５．新しい人が、班に入って来ました

　　在 ・やさしくする

　　　 ・すぐに仲良くして、いままでの流れを説明

　　　　する

　　　 ・めんどうをみる

　　　 ・「よろしくお願いします」とあいさつをす

　　　　る

　　　 ・自己紹介をする

　　　 ・おしえてあげる

　　　 ・友達になる

　　　 ・他の班に行くか、他の会社に行く

卒・ がまんして学校へ行く

　・ 仲直りする

　・ 班長、社長に相談する

卒・ やり返す

　・ 注意する

　・ 上司に相談する

卒・ なかよくする

　・ 友達になる

　・ 自己紹介をする

　・ 仕事を教える

　・ あいさつをする

　・ 親切にする

１６．先生が作業のやり方を教えてくれました。やりかたがわかったら 。

　　在 ・仕事を始める

　　　 ・次の仕事の指示を受ける

　　　 ・「わかりました」と言う

　　　 ・お礼を言う

　　　 ・覚える

１７．違う仕事をするように言われたら

　　在 ・そのとうり取り組む

　　　 ・「はいわかりました」と言う

　　　 ・いやな気持ちになります

　　　 ・「前の作業をしたい」と言う

１８．作業をしていてお腹がいたくなりました

　　在 ・先生に断って保健室へ行く

　　　 ・職場の人に断ってトイレに行く

　　　 ・がまんしてがんばる

　　　 ・上司に報告して休む

　　　 ・胃腸薬を飲む

１９．作業がむずかしすぎるとき

　　在 ・先生に言っておしえてもらう

　　　 ・やり方を聞く

　　　 ・できないと言う

　　　 ・手伝ってもらう

　　　 ・早く覚えてやる

卒・ 「こうですか」と言ってやる

　・ お礼をいっ て作業をする

　・ 友達に教える

　・ もう一度教えてもらう

卒・ その仕事をする

　・ やり方を上司に教えてもらう

卒・ 仲間と行く

　・ 保健室で休む

　・ 仕事仲問に言う

　・ 上司に断って、トイレに行く

卒・ 職場の仲問に聞く

　・ 「もう一度教えてください」と言う

　・ 上司に聞く

　・ 慣れるまでやる
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２０．作業で使う道具がみつかりません

　　在 ・職場の人にさがしてもらう　　　　　　　卒 ・みつかるまで探す
　　　 ・だれかに惜りる　　　　　　　　　　　　　・仲問に言って一緒に探してもらう
　　　 ・もう一度白分でさがす　　　　　　　　　　　・上司に相談する

　　　 ・伸問に一緒に探してもらう

　　　 ・先生に他のものをかりる

　　　 ・あきらめる
２１．道具を探していると 、班の仲間がわたしてくれました 。

　　在 ・お礼を言う　　　　　　　　　　　卒 ・お礼を言う
　　　 ・うけとる

２２．他の班が作業の応援をしてくれました

　　在 ・一緒に仕事をする　　　　　　　　　　　卒 ・お礼をいう
　　　 ・急いでやる　　　　　　　　　　　　　　　・うれしい

　　　 ・いつもお世話になりますという

　　　 ・頑張って仕事をする

　　　 ・うれしい

２３．道具をこわしてしまいました

　　在 ・先生に言ってあまる　　　　　　　　卒 ・あやまる
　　　 ・弁償する　　　　　　　　　　　　　　　　 ・上司に言う

　　　 ・反省する　　　　　　　　　　　　　　　　 ・白分で直す

　　　 ・すてる　　　　　　　　　　　　　　　　　 ・ちがう道具を使う
２４．あなたがぶつかって、伸間がけがをしました 。

　　在 ・自分で仲間を治療する　　　　　　　　　卒 ・保健室へ連れて行く
　　　 ・薬をつける　　　　　　　　　　　　　　 ・薬をつける

　　　 ・あやまる　　　　　　　　　　　　　　　　　・あやまる

　　　 ・応急手当をして職場の上司に言う　　　　　　 ・治療する

　　　 ・病院につれていく　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 、

　　　 ・保健室へつれていく

２５．みんなで作った作品がうまくいきませんでした 。

　　在 ・みんなで話し合って他のやり方に変える 　　卒 ・みんなで励ましあって、新しいものを作る
　　　 ・作り直す　　　　　　　　　　　　　　　　・上司に言う

　　　 ・又頑張る　　　　　　　　　　　　　　　　 ・練習する

　　　 ・手伝ってもらう　　　　　　　　　　　 ・誤りを直す
　　　 ・売れない

　　　 ・先生に言う 、教わる

　　　 ・反省する

　　　 ・謝って再度作る
２６．班の仲間が作業のやり方を注意したら

　　在 ・直す　　　　　　　　　　　　　卒 ・その通りにやる
　　　 ・気をつけて作業する　　　　　　　　　　　・注意してやる

　　　 ・言われた通りに作業する　　　　　　　　　　 ・もう一度教えてもらう

　　　 ・もう一度やり直す　　　　　　　　　　　　 ・注意された所を直す

　　　 ・「わかりました」と言う　　　　　　　　　 ・心配になる

　　　 ・がんばる　　　　　　　　　　　　　　　　　　 ・がんばる

　　　 ・いやな気持ちでやりかえす　　　　　　　　　・返事をする

　　　 ・あやまる
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２７．作業の順番が変わったら

　　在 ・変わっても一生懸命やる

　　　 ・指示どおりにやる

　　　 ・教えてもらう

　　　 ・職場の仲問に聞く

２８．道具がこわれたので作業ができません 。

　　在 ・直す

　　　 ・職場の人にどうすればよいか聞く

　　　 ・違う仕事をする

　　　 ・現場の人に直してもらう

　　　 ・他の道具を使って作業する

　　　 ・道具を借りる

　　　 ・先生に直してもらう

　　　 ・弁償する

２９．班でやっている作業が、午前中で終わりました 。

　　在 ・帰る

　　　 ・次の仕事をもらう

　　　 ・昼食をする

　　　 ・着替えて帰る

　　　 ・後片づけをする

　　　 ・椅子に座っている

　　　 ・掃除をする

　　　 ・先生に聞く

　　　 ・上司に聞き 、午後は別の仕事をする

　　　 ・のんびりしている

　　　 ・次にやることを聞く

３０．班の仲間の道具を借りる時

　　在 ・「貸して下さい」と頼む

　　　 ・お礼を言う

３１．友達の道具を借りる時

　　在 ・「貸して下さい」と頼む

３２．他の班の道具を借りる時

　　在 ・ていねいにお願いする

３３．風邪をひいて、学校に行けない時

　　在 ・学校に電話をかける

　　　 ・休む

　　　 ・先生に電話をする

　　　 ・風邪をひいて休むという

　　　 ・親に電話をしてもらう

３４．買いたいものがある時お金がなかったら

　　在 ・友達か上司にお金を借りる

　　　 ・親や家族にお金を借りる

　　　 ・友達に借りる

　　　 ・とりあえず家に戻る

卒・ 指示どおりにやる

　・ やり方を聞く

　・ 上司に再度聞く

卒・ 先生に言って新しい物を借りる

　・ 違う道具を使う

　・ 近くにいる人に相談する

　・ 直してもらうことをお願いする

　・ 別の道具で作業する

　・ 次の作業場で作業する

卒・ 他の作業をもらう

　・ 帰る

　・ 上司に報告

　・ 昼食にする

卒・ お礼を言う

　・ 「貸して下さい」と頼む

卒・ お礼をいう

　・ 「貸して下さい」と頼む

卒・ 「貸して下さい」と頼む

　・ 上司に頼む

卒・ 「休む」と電話をかける

　・ 友達や先生に連絡する

卒・ 後日買う

　・ 次の日に買う

　・ 貯金をおろす

　・ あきらめる、がまんする
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　　　 ・あかあさんに電話をする

　　　 ・レジの人に事情を言って家に戻る

　　　 ・我慢をする

　　　 ・働いてお金をためる
３５．日曜日を楽しく過ごすには 、

　　在 ・ＣＤを聞いたり 、パズルをする

　　　 ・さしこをする

　　　 ・デパートに買い物に行く

　　　 ・ゆっくり休む

　　　 ・野球をする

　　　 ・洗濯をする

　　　 ・お手伝いをする

　　　 ・音楽鑑賞をする

　　　 ・プールヘ行く

　　　 ・空手をする

３６．学校に行く前にやることは 、

　　在 ・身支度をする

　　　 ・わすれものがないかチェックする

　　　 ・お手伝いをする

・家にお金をとりに行く

・お母さんにお金を借りる

・予約して、後日買う

卒・ 買い物に行く

　・ 興味を持つ

　・ いやなことをすべて忘れる

　・ 白分のやりたいことをする

卒・ 身支度をする

　・ 掃除をする
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資料４

生活技能の正負の分類例





正の社会的技能※ 例

１． 共感的、他愛的な行動 友人が成功した時に誉める 。

友人が失敗した時に慰めたり 、励ましたする 。

友人が寂しそうな時に声をかける 。

２． 応諾の行動 友人の依頼を受け入れ、応じる 。

友人が遊びに参加したい時、それに応じる 。

３． 積極的なかかわり行動 自分から遊びに誘う 。

一緒に居ようとする 。

自分から挨拶をする 。

会話がはずむように心がける

４． 主張行動 相手に極力不快感を与えずに自分にとって必要なことを行う 。

５． 社会的関係の改善のための行動 謝罪や感謝の表現

負の社会的技能※ 例

１． 相手を否定する行動

潮笑行動 友人が失敗してしまった時に笑ってしまう 。

侮辱行動 友人をけなす言葉をかけてしまう 。

拒否行動 友人の遊びへの参加を断る

邪魔をする 友人の作業の邪魔をする

２． 相手の期待に反する行動

非他愛的行動 友人が困っていてもつい見過ごしてしまう 。

ルール違反 友人との約束を守らない 。

（小林，１９９３の内容を筆者が表にまとめた
。）

※　小林はソーシャルスキルを社会的技能としている 。
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資料５

統計分析結果補足資料





第１主成分因子パターン

（基礎評価編）

個人

項 目 ウェイト

１
０． ３２６

２ ０． ４４７

３
０． ３１６

４ ０． ４６３

５
０． ６２９

６ ０． ５１１

７
０． ５６２

８
０． ５７５

９
０． ５８９

１０ ０． ３６３

１１ ０． ４００

１２ Ｏ． ５４３

１３ ０． ４９９

１４ ０． ２９１

グループ

項 目 ウェイト

１
０． ５１３

２
０． ６４１

３
０． ４８４

４ ０． ６１９

５
０． ６７４

６
０． ５８６

７
０． ５４６

８
０． ５４３

９
０． ３５６

１対１

項 目 ウェイト

１ ０． ４４７

２ ０． ４６５

３ ０． ４４３

４ Ｏ． ６５３

５ ０． ５８４

６ Ｏ． ７２６

７ ０． ５４７

８
０． ４５５

９ ０． ５１８

グループ間

項 目 ウェイト

１ ０． ５４９

２ ０． ６７９

３
Ｏ． ５３９

４ ０． ５６０

５
０． ５５８

６ ０． ４７４

７ ０． ５６２

８ ０． ３８３

９ ０． ５１１

１０ ０． ５６０
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第１主成分因子パターン

（フォローアップ評価編）

個人

項 目 ウェイト

１ ０． ３２６

２ ０． ４８６

３ ０． ２９０

４ ０． ６００

５ Ｏ． ３０９

６ ０． ５３６

７ Ｏ． ５５９

８ ０． ３６６

９ ０． ６５１

１０ Ｏ． ５５８

１１ Ｏ． ４７９

１２ ０． ４９０

１３ Ｏ． ４７５

１４ Ｏ． ４５３

１５ Ｏ． ６１６

１６ ０． ３１１

１７ ０． ２６０

グループ

項 目 ウェイト

１ ０． ６１１

２ ０． ４０３

３ ０． ５２５

４ ０． ５２０

５ ０． ５４２

６ ０． ３０５

７ ０． ４６８

８ ０． ５６４

９ ０． ４０８

１０ ０． ４３２

１１ ０． ４３９

１対１

項 目 ウェイト

１ ０． ４６５

２ ０． ４１３

３ ０． ５５３

４ ０． ４５５

５ ０． ３９８

６ ０． ３４０

７ ０． ４９５

８ ０． ５５４

９ ０． ５７６

１０ ０． ４６０

ユ１ ０． ４９９

１２ ０． ２５６

グループ聞

項 目 ウェイト

１ ０． ４８０

２ ０． ４５９

３ ０． ４７２

４ ０． ５４５

５ ０． ５６６

６ ０． ６８２

７ ０． ３５９

８ ０． ５７７

９ ０． ６０５

１０ ０． ６６２

１１ ０． ３９３

１２ ０． ５４５

‘１３０一



視聴覚その他の理由で活字のままでこの報告書を利用できない方のために、営利を目的

とする場合を除き 、「録音図書」「点字図書」「拡大写本」等を作成することを認めます 。

　その際は、下記までご連絡下さい 。

障害者職業総合センター　企画部企画調整室
　　　　　電話　０４３－２９７■９０６７

　　　　　ＦＡＸ　０４３－２９７－９０５７

　なお、視覚障害者の方等でこの報告書（文書のみ）のテキストファイルをご希望される

時も、御連絡下さい 。
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